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登録を開始した 8タイトルについてバックナンバー

の電子化を希望し，学会から提供された冊子につい

ては送付した。（表 1参照）

4．今後の展望

現在NII は，研究紀要ポータルの新登録システム

の開発を行っている。それに伴い，2004 年 4 月 30

日をもって従来のデータ作成・登録が一旦終了して

いる。新登録システムは，紀要を含む学術雑誌の論

文情報提供サービスの充実を図るため，論文情報に

関するサービスを統合し，新たに「論文情報ナビゲー

タ」として提供する予定となっている。

登録方法について大きな変更点が 2つ予定されて

いる。ひとつは，タグフォーマットデータの送付方

法として有効であった，電子メールやフロッピー

ディスクでの登録方式を廃止し，ウェブ上のフォー

ムからの登録に一本化されることである。

ウェブ上に一括登録用フォームが新設され，タグ

フォーマットのデータおよびタブ区切りテキスト形

式データの作成ファイルを参照ファイルから選択

し，アップロードできるようになる。

ただし，この方法はタグの入力ミスやタブ形式の

項目順序のミスがあればエラーとなってしまうこと

に変わりはない。

もうひとつは，当面入力しないとされてきたデー

タ項目であるキーワードの入力が可能になったこと

である。登録については，論文に付与されたキーワー

ドの掲載がある場合に限られるが，キーワード検索

ができることによって，単に論文タイトル中のこと

ばで検索するのではなく，内容についての検索とし

てより有効である。

5．終わりに

紀要に対する評価については，分野によって違い

があり，また，各大学が図書館で保存することにつ

いても意見の分かれるところだ。6） NII によるバッ

クナンバーの電子化が完了し，各大学の研究紀要

ポータルへの登録が継続されることによって，紀要

の利用や保存については新たな展開を見ることにな

るだろう。紙媒体の紀要については，発行の各大学

図書館が保存館となり，他大学の紀要は研究紀要

ポータルで利用する。これで，他大学の紀要を保存

する必要はなくなるのではないか。また，今まで所

蔵していない紀要は，ILL の文献複写で複写料金と

郵送料を支払い入手していた。所蔵している紀要で

あっても，図書館内のコピー機で複写しなければな

らないため，費用がかかる。しかし，研究紀要ポー

タルで全文掲載論文であれば，無料で読むことがで

き，プリントアウトしてもコストダウンとなるだろ

う。

潔く他大学の紀要を廃棄した図書館，書庫狭隘に

迫られながらも大学紀要が増加するたびに書架移動

を余儀なくされる図書館，どちらにとっても，この

研究紀要ポータルが，近い将来答えを出してくれる

ことは間違いない。
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